
２
０
２
４
年
１
１
月
１
７
日

午
後
、
飯
舘
村
佐
須
に
里
山

再
生
活
動
（
小
原
壮
二
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
）
の
現
場
と
周

辺
地
域
を
訪
ね
た
。
ふ
く
し

ま
再
生
の
会
は
、
里
山
の
放

射
線
量
や
樹
木
・
土
壌
の
放

射
能
濃
度
を
測
定
し
、
伐

採
・
植
樹
に
よ

り
里
山
林
の
新

陳
代
謝
を
促
進

し
、
新
し
い
果

樹
農
業
を
始

め
、
里
山
の
自

然
と
そ
の
恵
み

を
生
活
の
身
近

に
取
り

戻
す
こ

と
を
目

指
し

て
、
里

山
再
生

活
動
に

取
り
組

ん
で
き
た
。  

　
こ
の
日
、
記
者
は
里
山
林

の
周
辺
に
展
開
す
る
ワ
イ
ン

用
の
ぶ
ど
う
園
へ
（
写
真

１
）
、
ち
ょ
う
ど
堆
肥
の
施

肥
作
業
の
真
っ
最
中
。
目
指

す
は
来
秋
の
収
穫
。
菅
野
宗

夫
農
園
で
熟
成
し
た
堆
肥
。

東
大
大
学
院
農
学
生
命
科
学

研
究
科
・
溝
口
勝
教
授
が
率

い
る
グ
ル
ー
プ
学
習
チ
ー
ム（留

学
生

３人
・

国
内

３人
）

の

学
生
た
ち
が
き
び
き

び
と
作
業
に
取
り
組

む
（
写
真
２
）
。
葡
萄

棚
を
支
え
る
骨
組
み

の
補
強
も
大
切
だ
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
・
北
原
高
次
も

応
援
に
駆
け
つ
け
（
写
真

３
）
。 

　
里
山
林
で
始
ま
っ

た
椎
茸
栽
培
、
菌
を

植
え
付
け
た
ホ
ダ
木

が
ズ
ラ
リ
（
写
真

４
）
。
お
お
何
と
、
立

派
な
椎
茸
が
誕
生
（
写

真
５
）
。
小
原
は
収
穫

の
可
否
を
工
藤
義
行

師
匠
に

電
話
打

診
、
返

事
は
問

題
な

し
。
贅

沢
な
ご

褒
美
に
一
同
喝
采
。
別

の
現
場
で
は
シ
メ
ジ
栽

培
の
準
備
中
、
グ
ル
ー

プ
学
習
チ
ー
ム
が
放
射

能
測
定
の
土
壌
採
取
に

励
む
（
写
真

６
）
。
夢
ひ
ら

く
里
山
、
そ
の

一
端
を
堪
能
し

た
午
後
で
し

た
。 

　
里
山
再
生
活
動
は
地
球
環
境

基
金
と
イ
オ
ン
環
境
財
団
の
助

成
を
受
け
て
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。 （

文
責
＆
撮
影
・
若
林
一
平
）

里
山
に
ひ
ら
く
夢
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い
い
た
て
ワ
イ
ン
へ
の
道 

２
０
１
７
〜
２
０
２
４


２
０
１
７
年
、
小
原
壮
二
・
菅
野
宗
夫
・
竹
迫
紘(

当
時
明

治
大
学
農
学
部
教
授
）
間
で
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
栽
培
に

挑
戦
す
る
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。 

以
降
、
京
都
・
長
野
・

帯
広
池
田
町
を
視
察
し
、
山
形
県
菊
池
園
芸
・
二
本
松
市
ふ

く
し
ま
農
家
の
夢
ワ
イ
ン
か
ら
も
支
援
を
受
け
て
、
２
０
１

９
年
４
月
に
ブ
ド
ウ
栽
培
が
始
ま
る
。
そ
し
て
２
０
２
４
年

１
０
月
，
東
大
農
学
部
で
開
催
さ
れ
た
報
告
会
で
試
験
醸
造

の
「
い
い
た
て
ワ
イ
ン
」
が
披
露
さ
れ
た
（
写
真
上
）
。
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